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號一第卷二第誌雜究硏物植 


充テタ(和漢三才圖會ニハ胡枝花トナッテ居レド#コレハ當-一胡枝子トスべキデア ,) ノガ初メデ爾來サウナッ 
テ居ッタガ實ハ胡枝子ハはぎ-酷似シタ別ノ品種デ我日本一ーハ產シナィ而シテ我はぎ/漢名ハ今日デハ未詳デ 
アグ' 

去レバ我はぎ一一胡枝花、胡枝子ナドノ字ヲ充ツルハ間違デ有，ガ近世ノ漢文ヤ漢詩ナドーーへ皆此字ヲ用ヰ甚シ 
キハ白胡枝ナドノ新熟字サへ用4テ有 〆 カラ胡枝云々ナドヽ有レバはぎ/事デ有ル位ノコトハ知ッーグ置カネパ 
ナラヌコトニ成ッタ左一 I 最近ノー例トシテ前田慧雲師ノ曼荼羅通解ノ跋ヲ揭ゲテ置カク 
乙卯 g . g 九月下擀、雷斧僧正、雨部曼荼羅ヲ上野寬永寺二講傳ス余乇往テ聽ク、時二庭前ノ胡枝花盛ンニ開 
ク、恍トシテ七寶瑤珞ノ中-一逍遙スルノ想有リ対 

九月ハ陰曆ノ八月デ有ッテ異名ヲ萩月卜云ッタ如クニはぎ/我/盛リノ月ナンバ右ノ文中胡枝花ノはぎデ有， 
コト、ノ云フマデモナィ其外隨軍茶、觀音菊、天竺花ナド種々/漢名ガ充テヽ有レド孰レモ誤デ有 〆 
往時はぎハ花紅葉卜併ビ賞セラレタコトハ續日本後紀卷第三二仁明帝ノ『承和元年、八月庚寅、上、淸凉殿二 
內宴ス 號シー プ芳跑ノ華/識卜日フ近習以下近衞將監 一！ 至 〆 マデ祿ヲ賜フ差アリ』、同書卷第十四-!『承和十一年、 
八月辛巳朔天皇紫寅殿-一御シ芳宜ノ花ノ宴ヲ覽，、老臣皆復古/歎アリ、五位已上二衣被ヲ賜フ差アリ』 g 卜 
出テ居 〆 以テ如何二盛宴デ有ッタ■ヵガ窺ハ 〆 ル此承和元年ぐ西曆ノ八百三十四年二當ル ハ$$ 

〇シ111ハ世人ガ思7程ナ植物/大學者デハナィ 

牧野富太郞 

，フイ—リー n ブ'フ ラ" ^~ッ「、ゾ—. ^!^: ;、： ^! .|-~^~^"^~(1?11一1^?1^>皆¥0¥83:605)氏ハ獨逸國バ、ヴァリァノゥ,ッブ 
1ノ人デ西暦一千七百九十六年二月十七日一一生レ同一千八百六十六年十“十八日二同市デ死去シタ同氏ハ和 


^ボルトハ世人ガ思フ程ナ植物ノ大學者デハナィ 
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シーボルトハ世人ガ思フ程ナ植物ノ大學者デハナイ 


Japomca, > ナ 


其命名記載 


文物ヲ西洋 


1 E 間デハ 氏ヲ 大變ナ植物學者 
ZUCCAEINI〕 氏トノ合著トナッ 


的ノ仕事ハ專ラ同著者卜 
氏ガ仕事ヲシタ樣一一思ッ 


編 


汚 


功ノア 〆 有名ナ學者デ 
解シテ 居 〆 人ガ 少クナ 

フロラ、ヤ。ホーーカ」0 

氏ガ其材料ヲ我日本一一 
氏ガ彼 

ハ 世人 ガ其 仕事 ヲシタ眞 
，醫學博士吳秀三氏ノ著 
題セグ書(明治二十九年 


i —氏トノ合著ナ 〆 「日本植物 」 (f IIS ク jf 
ヲ最トシ當時ノ植物學上ノー大著述一ーグ我 
產ス，植物ヲ檢定シテ數多/新種ヲ發見シ 
羅丁名ヲ附シ之ガ解剖上ノ特徵ヲ記シ精緻 
版 


本邦普通ノ植物-1シー 
，二氏ノ命名記號 Sieb 


Siebokl 一 i. Sieboldiaua 


sler ldlamlrn 等 • 
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蓋シシ — 已前ニケンペルトゥーンべルダ諸氏/日本植物ヲ硏究ゾタ火モノアレドモシ—ボルトーー至リテ 
益多ク其種類ヲ致定シタリ其ヨリノ後ミックェル氏ノ如キフランシ H サ-ノ雨氏ノ如キ近年-一至リテハ 
マキシモウイク氏ノ如キ人々大一一 我 邦/植物ノ檢究一一 カ ヲ盡シタリ ト雖 ドモ列 I ボルトガ數十年ノ前一一旣一一數 
多ノ種類ヲ考定シタルノ功甚多シトス，-一足レリ』卜記シテシ-ボルト氏ガ大二植物ノ命名考定等11就キ自ラ 
仕事シタ樣一一書イテアレドモ事實ハ，決シテソウデ，ナイ即チ前-一旣二述べ夕樣二當時主トシ ー r 其植物檢定ノ勞 
ヲ執？シハツッカ9一一1氏デアッテシーボルト氏ハ S ラ其材料供給者ノ位置二立ッテ居ッタノデアグ假令植物 
名/終リノ命名 者ガ SIEB . ET ZUCP 即チシー ボルト並-ーツッカリニ—トナ ッテ居ッテ モ此 處ノシー 、ボルト,單 
ダ 名譽二 與へラレ タモノーー 過ギナ イ其レ ハ丁度 FJRA . NCH . ET SAV . (フランシ H 並一ーサゲハチェ) ノサゲ ハチェ 
氏 ノ名ガ名譽ノ 爲メニ TT 7 i ンシ n 氏 卜共二併記 セラレ テア ルト同格デアル 

シーボルト氏ガ始メテ我日本へ來朝シタノハ今ヨリ九十五年前ノ文政六年(西暦一千八百二十三ハ S デアッタ同 
九年一一氏ハ江戸一一來夕此時彼レノ齡/尙ホ若クテ丁度三十一歳デアッタ此江戶へ來夕時-一江戶デ有志ノ士ガ盆 
栽-ーシタ植物並一一鑛物蟲類等ヲ陳列シテ之ヲシ1ボルト氏*一觀セ親シク鑑定ヲシテ貰ッタコトガア，此鑑定書 
(洋紙へ歐字デ書イタ〕ノ和字二書キ換へタモノヲ彼ノ木草圖譜ノ著者ナル灌園岩峙常正ガ臨寫シテ置イタモノ 
ガ此下一一揭ゲタ鑑定記事デア 〆 之レヲ見ルト當時同氏ノ我邦植物二對ス 〆 智識、ノ誠一一淺薄デアッタ事ガ看取セ 
ラ，ヽ然シ其レハ同氏二取ッテ、ノ尤モノ次第トモ云へ 〆 此レ、ノ誰デモ西洋カラー足飛ビニ千萬里ヲ隔テタ東洋 
ノ別天地一一 來テ此異境 ノ 草木 二 對ス レバ 恐ラク 皆此 ノ如クデ アラウト思フ 其 レ、ノソウトシテ 同氏ハ其後幾年 我 
邦二逗マ リシニヨリ 無論我邦 植物二對スル 知識 ガ歲 月ノ進ムニ從ヒ次第 二增 進シ行 イタ-二相違ナイト思フガ 
然シ 彼ノ日本植物志ノ大著ハ前述ノ如ク自分デ植物學的ノ仕事.ソシタノデハナク其レハ主トシ テツッカリニ1 
氏 ガ擔當シタノデア，カラ 只 漫然卜此書 一一某キシーボルト 氏ヲ非常ナ植物學者ノ 樣一一 思 フノハ固ヨリ 誤リデ ア 


->1丨ボ ルトハ 世人ガ思 フ 程ナ植物ノ大學者デ ハナィ 
















16 )ル又シ ー ボルト氏自身デ著、ノシタ日本植物ノ小冊子ガアグガ此レデ見ーグモ同氏ノ我邦植物一一對ス 〆 知識メ決シ 
( テ深奥ナモノデナク寧 T 3 淺薄ナモノデアグ 

左ノモ .ノガ即チ岩崎氏ノ寫シ テ 置 イタ グー ボルト氏ノ 鑑定書デ ァ \ 


文政九丙戌年三月下旬ヨリ四月十日迄荷蘭醫師シイボ，トニ盆種ヲ見セ鑒定シ即蘭紙ュ自筆ョコ文字-ーテ記シ 
タグ品物也 


カハミドリ 羅甸メンタフェンーーヶ 〆 不詳 
アンドウルン〇 000アルビナ司上 
U 編者日フ此四字不明) 

馨?1| 不詳 


アヲハ 

ムラサキヲ乇卜 
シカナ 

/リブキ日光產 
ツルカメパサウ 
ャクルマサウ 
狗舌草千瓣ノ物 
福壽草長島千瓣 

竹葉延胡索 


同 

チユシーフーゴ丨 
ピコシヤ 

不詳 

シ子ラリヤ ヤボニカ 
9ド-1ィ ホルゲンシィ 
ュレイタリス シ子ウシス 


岩 崎 常 

漢 種簡茄 M クホ 〆 ビヤ 
靑极 ヵツラ tffr 種 
大葉川芎 

白根アフヒホルト所望 
アサギリサウ ア 〆 テミシア 
ヲニクド常盤八丈草卜云不詳 
イハチドリ君力代 re 云 ヲレイデア 
キケマン コリダリス毒ァルヤ不詳 
ヒメシヤガ イリスシべ‘ 

琉球紫花半夏 ストリユム 

牛扁レイジンサゥ コロトン 

薄パ細辛 ストサリュム 


カナデンセ 
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■コレイダ？：\ス テキュムベンス 
ァクゥ H リギア シペリヤ 
マサンフエーーュム ベホリュム 
カンナインデカ藥効ナシ 
ヤポキーーュム功ナシ 
蘭ニナシ 

ニリニュムゼーアュ H ン或ハサフラン 

_一充ルハ非也 

力 i / ヤア之類センナーー非ス 
カシヤア 

毒ァルャ不詳 
不詳 

ミツテダリーデス 

不詳 

蘭 a ナシ メコ アカン ナ11非ス 
ハスノハカツラ防已類メイ-ーシぺ，ムン 

廣東人參 シュム 

ムカゴ人參ノ 類-1 弗スボルト 云唐ノ人參ノ屬 -M アタ 、花ノ莖 短キヲ 
.異トス漢土朝鮮等ハミナ花ノ莖長 シヨ ツテ荷蘭ノ書ヲ出 シ圖ヲ 我-1 


延胡索 

ヲダマキ 
マィダ，サク 
ダシドク 
ムカゴーーンジン 
金レイ花シヒホル所望 
ハマヲモト 

ハブサゥ 

馬蹄決明 

ミツモト狼芽 

水前草 

ダンキク 
ナベワリサウ 

イケマ 


示ス 

廣東人參ノ圖如此 m ッテ 
常正按スル11吉野直恨人 
參ノ屬トシテ可ナリ三七 
根或ハムカゴ -1 ンジンノ 
屬ヲ充ルハ大ナル誤ナリ 


升麻 5gs%Jl 
遏藍菜 

鶴ラン琉球 

蓮 



地黃 

ナツスイセン 

宮人草 


圓葉柱 

素馨 


木之類 


テラスピ 
荷蘭一1ナシ 
一ープぺアン 
メリッテス 
ゼーアユエン 

ラウリュス ミナモミィ 
カランデイフロリュム又ヤス 

一ーユム 


シ—ボル 


世人ガ思フ程ナ植物/大學者デハナィ 
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